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ンパレータ仮説以外の説明として、Schmajuk, Lam, & Gray（1996, 2006）の理論と、著者自身による
potentiation（複合条件づけにおける増強効果）に基づく解釈を挙げて、今後の研究への示唆を記してい
る。










































する種々の説明の妥当性の検討の前に、例えば Blaisdell et al（1998）の完全な追試――すなわち条件性
抑制事態では（少なくとも特定の条件下において）確かに相殺現象が得られることの実験的確認――が必
要であろう。その点を飛び越えて、同じ現象に実験事態の特性によって異なる過程が関与する可能性を指
摘しても、包括性と簡潔性を超えた主張としては説得力に乏しいように思われる。また、永石氏が提起し
た potentiation による相殺現象の解釈についても、なぜそれが条件性抑制事態で生じやすいのかについて
説明が必要だろう。
なお以上の諸点は、永石氏の今後の研究の展開に対する期待として述べたものであって、論文の欠陥を
指摘したものではない。博士論文に収録されている10本の実験は、その多くが国内外の学会で口頭ないし
はポスターで発表されており、その一部は既に篇の学術論文として海外の専門誌に掲載されている。そ
の他の実験についても、国際誌に投稿すべく執筆活動中である。なお、本論文に結実した一連の研究の途
において、氏の業績と研究計画は第三者的にも高く評価され、博士課程後期課程時に日本学術振興会特別
研究員 DC2に採用された（課程満期後も年間、同特別研究員 PDとして研究に専念した）。今後は、動
物の条件づけ事態とヒトの随伴性判断事態の違いなどについて、単に結果の類似性だけでなく背後にある
注意や推論などのメカニズムに踏み込んだ研究を望みたい。
永石氏の博士学位請求論文については、2011年月22日に本学 F号館で開催された公開発表会で研究
内容が披歴された。また、われわれ審査委員は、博士学位請求論文を精読した上で、2011年月22日に本
学ハミル館会議室で実施した口頭試問において、永石氏が博士たるにふさわしい研究能力を有しているか
どうかを確認した。
以上により、われわれ審査委員は、永石氏の研究成果と研究者としての能力が博士（心理学）の学位に
適うものであるとの結論に達したのでここに報告する。
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